


ペットボトル、ケース、フィルム等の廃プラスチックを効率良く破砕減容。
嵩張るプラスチックを破砕することにより処分・運搬コストを抑え、さらに運搬時の
CO₂の発生を最小化。プラスチック使用後の適正な処理・運搬を可能にします。

POINT

1
嵩張るプラスチックを瞬時に破砕
様々な素材や形状のプラスチックの破砕に対応します。
スクリーンをカスタマイズすることでご希望の破砕サイズに処理することができます。

POINT

2
処理・運搬の効率化
空隙の多いプラスチックの破砕処理をして運搬容積を抑えることにより、処理・運搬にかかるコストを抑え、物流効率を向上させます。

POINT

3
プラスチックの有効利用
破砕処理したプラスチックは、成分構成や状態によりリサイクルが可能です。成型不良品や使用済のプラスチックの再資源化の
前処理機として、ラインに組み込むことができ、対象素材・目的に合わせカスタマイズ設計が可能です。

破砕サンプル例（参考）

使用済プラスチックを
破砕・減容

ワイドな投入ホッパー
口径が広く原料の投入が容易。
ホッパー仕様は、設置環境やニーズ
に応じてカスタマイズが可能。

エアシリンダ式押込み装置
フィルムなどのプラスチックの処理には押込
み装置をオプションで装備。原料の空回りを抑
え、効率良くスピーディな処理が可能。

静音・安全設計
稼働音・震動を最小限に抑えた設計。
マグネット式非常停止スイッチは使用
環境に応じて最適な位置に移動可能。

破砕粒度をカスタマイズ
スクリーンのΦサイズはカスタ
マイズ可能。スクリーン変更により
破砕物の大きさを変えることがで
きます。標準仕様は、Φ20㎜スク
リーンを装備。

メンテナンスがラク
破砕部は容易に開閉が可能。
安全装置搭載で開いている間
は電源が入りません。

小型・キャスター付き
限られた場所でも設置ができ、移動が可能。
搬入・設置が容易にできます。

運用例 設置環境や運用ニーズに合わせカスタマイズ設計します。
原料の投入方法や破砕物の貯留等自動化ライン設計が可能です。

プラスチック破砕機

クダック

マグネット式
非常停止スイッチ

クダック

クダックブロア エア搬送装置

定量供給装置 ステラクダックブロア ブロア エア搬送装置

コンベヤ クダック選別台 ブロア エア搬送装置

箱受け または 袋受け

フレコンへ自動貯留

軟質プラスチックの破砕～ペレット化～フレコンへ自動貯留

原料コンベヤ投入～フレコンへ自動貯留

▶必要スペース（目安）：W1.0m×L1.5ｍ×Ｈ2.0ｍ

システム構成 電気容量 処理能力（目安）
破砕機クダック 3.7 kWh 100～ 150 kg/h程度

▶必要スペース（目安）：W2.0m×L4.0ｍ×Ｈ2.5ｍ

システム構成 電気容量 処理能力（目安）
破砕機クダック 3.7 kWh 合計

5.2kWh
100～ 150 kg/h程度

ブロア 1.5 kWh

エネルギー化が可能なフィルム系や発泡系のプラスチックは、破砕後
圧縮成型（ペレット化）してフレコンバッグに貯留することができます。
▶必要スペース（目安）：W2.5m×L10.0ｍ×Ｈ5.0ｍ

システム構成 電気容量 処理能力（目安）
破砕機クダック 3.7 kWh

合計 18.45 kWh 60～ 100 kg/h程度
定量供給装置 1.5 kWh

ブロア x 2 1.5 kWh ＋ 0.75 kWh

樹脂圧縮成型機ステラ 11 kWh

▶必要スペース（目安）：W2m×L8.0ｍ×Ｈ2.5ｍ

システム構成 電気容量 処理能力（目安）
破砕機クダック 3.7 kWh

合計 5.3 kWh 100～ 150 kg/h程度コンベヤ 0.1 kWh

ブロア 1.5 kWh

破砕処理をするプラスチックを選別して破砕原料となるプラスチックをコンベヤ搬送
で投入ホッパーへ自動投入。破砕物をフレコンバッグに搬送・貯留することができます。

処理能力は対象プラスチックの素材や
形状により異なります。
ご希望の処理量や破砕サイズに応じて
機種のグレードやスクリーンサイズを選
定します。
サンプルテストを行うこともできます
のでお気軽にお問い合わせください。

 硬質系 軟質系
ペット容器（PET） 高密度容器（HDPE） 成型不良品（PP/PE） ロール状フィルム（複合材） フィルム袋（PE） 食品トレー（PS） 不織布（PP/PE）

処理前

処理後

処理量が少ない場合は、破砕物を装置下部の受箱
（または袋）に落としてシンプルに運用することが
できます。

処理量が多い場合は、フレコンバッグ（または原
料ホッパー）へ破砕物を空気搬送して効率良く貯
留することが可能です。

お問い合わせ
フォームへGO！




